
No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

拘束時間

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

身体拘束廃止に向けて会議で検
討を実施。夜間1時間ごとの巡
回を行う。

身体拘束廃止に向けて会議で検
討を実施。夜間1時間ごとの巡
回を行う。

身体拘束廃止に向けて会議で検
討を実施。夜間1時間ごとの巡
回を行う。

身体拘束廃止に向けて会議で検討を実施。夜
間１時間ごとの巡回を行う。次月よりつなぎ
服廃止となることも併せ、再評価を行う予
定。

2

取組状況

身体拘束の実施を一時中止し、
経過観察中。身体拘束廃止に向
けて通院や日中活動等に於ける
寮外での安全確保について会議
で検討を実施。

身体拘束の実施を一時中止し、
経過観察中。身体拘束廃止に向
けて通院や日中活動等に於ける
寮外での安全確保について会議
で検討を実施。

身体拘束の実施を一時中止し、
経過観察中。身体拘束廃止に向
けて通院や日中活動等に於ける
寮外での安全確保について会議
で検討を実施。

身体拘束の実施を一時中止し、経過観察中。
身体拘束実施の頻度が少ないことから、廃止
に向けて会議で検討する。

3

取組状況

県立障害者支援施設における身体拘束の実施状況（拘束種別毎）

　拘束種別： やむを得ず、車いすやベッドに拘束帯等で拘束する

　実 施 月：　令和３年３月の実施状況

　拘束時間：未記入は未実施、A＝30分未満、B＝30分以上１時間未満、C＝１時間以上４時間未満、D＝４時間以上８時間未満、E＝８時間以上24時間未満、F＝24時間

身体拘束廃止・軽減に向けて取
り組みを検討する。明け職員の
業務進行次第で、見守れる際は
更に拘束時間を短縮もしくは無
くしている。

1

取組状況

身体拘束廃止・軽減に向けて取
り組みを検討する。明け職員の
業務進行次第で、見守れる際は
更に拘束時間を短縮もしくは無
くしている。

身体拘束廃止・軽減に向けて取
り組みを検討する。明け職員の
業務進行次第で、見守れる際は
更に拘束時間を短縮もしくは無
くしている。

身体拘束廃止・軽減に向けて取り組みを検討
する。明け職員の業務進行次第で、見守れる
際は更に拘束時間を短縮もしくは無くしてい
る。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間

拘束時間 A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 A C C B C B A B C B C A A C C B B A C B C B C C

ベッド抑制帯の解除の取り組み
をするが、依然としベッド上で
身体を動かす様子があり転落の
危険性がある。そのため、受傷
を防止しながら対応策を検討す
る。

身体拘束をしない日課の徹底、
余暇時間での新たな試行を開始
する等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

身体拘束をしない日課の徹底、
余暇時間での新たな試行を開始
する等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

身体拘束をしない日課の徹底、余暇時間での
新たな試行を開始する等、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

6

取組状況

就寝時のベッド拘束帯使用につ
いて未着用時間を確保したが、
ベッド上で激しく身体を動かす
ことがあり転落の可能性があっ
た。そのため、解除方法につい
て再検討する。

就寝時のベッド拘束帯使用につ
いて未着用時間を確保したが、
ベッド上で激しく身体を動かす
ことがあり転落の可能性があっ
た。そのため、解除方法につい
て再検討する。

車椅子から降り、見守りのもとソファで過ご
す時間を設ける。姿勢を保持しづらいことも
あり、1時間弱の軽減。身体拘束軽減に向け
た取り組みを継続する。

引き続き、身体拘束をしない日
課の徹底、余暇時間での新たな
試行を開始する等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

7

取組状況

身体拘束廃止に向けて会議で検
討を実施。補助具発注し、導入
後に評価予定。

身体拘束廃止に向けて会議で検
討を実施。補助具発注し、年度
内導入後に評価予定。

身体拘束廃止に向けて会議で検
討を実施。補助具発注し、年度
内導入後に評価予定。また、職
員見守り可能時ははずしてい
る。

トイレ用補助具を使用し、身体拘束解除を試
行中。今後の評価に繋げる予定。

4

取組状況

身体拘束の実施を一時中止し、
経過観察中。身体拘束廃止に向
けて会議で検討を実施。令和3
年度より廃止できることを目指
す。

身体拘束の実施を一時中止し、
経過観察中。身体拘束廃止に向
けて会議で検討を実施。令和3
年度より廃止できることを目指
す。

身体拘束の実施を一時中止し、
経過観察中。身体拘束廃止に向
けて会議で検討を実施。令和3
年度より廃止できることを目指
す。

園の会議にて身体拘束は終了となる。

5

取組状況



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 C B C B C C C C B C C C C B C C C C C C B C C C B C B C C C C

拘束時間 C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

拘束時間 A A A A B A A A C B A B B A A B A B A A A B A A A B A C B A B

拘束時間 C C C B C B B B C A C C B C C C B B B A C A A A C C B C B

「飲食時、日中活動時、寮内課
題時等身体拘束をしない時間の
徹底」「日課の見直し」「落ち
着かない状況について主治医へ
の相談」など、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

「飲食時、日中活動時、寮内課題時等身体拘
束をしない時間の徹底」「日課の見直し」
「落ち着かない状況について主治医への相
談」など、身体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

10

取組状況

起床支援時の支援方法を変更す
ることで、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

起床支援時の支援方法を変更す
ることで、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

起床支援時の支援方法を変更することで、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

引き続き、「飲食時、日中活動
時、寮内課題時等身体拘束をし
ない時間の徹底」「日課の見直
し」「落ち着かない状況につい
て主治医への相談」等、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

引き続き、起床支援時の支援方
法を変更することで、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

「飲食時、日中活動時、寮内課
題時等身体拘束をしない時間の
徹底」「日課の見直し」「落ち
着かない状況について主治医へ
の相談」等、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

11

取組状況

「見守り体制の強化」「個別支
援の時間、食事間、おやつ時間
等身体拘束をしない時間の徹
底」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

「見守り体制の強化」「個別支
援の時間、食事間、おやつ時間
等身体拘束をしない時間の徹
底」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「見守り体制の強化」「個別支援の時間、食
事間、おやつ時間等身体拘束をしない時間の
徹底」など、身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

8

取組状況

「本人にとって落ち着いて過ご
せる場面設定」「体幹が安定し
ている際の車椅子ベルトを外
す」「見守り体制の検討」等、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

「本人にとって落ち着いて過ご
せる場面設定」「体幹が安定し
ている際の車椅子ベルトを外
す」「見守り体制の検討」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

会議にて「拘束しない時間帯の確認」「拘束
しないで済む環境整備」「離床センサーの試
行」等、身体拘束廃止・軽減に向けた取組み
を確認。

引き続き、「見守り体制の強
化」「個別支援の時間、食事
間、おやつ時間等身体拘束をし
ない時間の徹底」等、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

引き続き、「本人にとって落ち
着いて過ごせる場面設定」「体
幹が安定している際の車椅子ベ
ルトを外す」「見守り体制の検
討」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

9

取組状況



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 A

拘束時間 C

拘束時間

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「支援開始前に本人に適切
に声をかけ、不安を解消する」
「ベルトの着用は利用や治療場
面に限定する」等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「支援開始前に本人に適切
に声をかけ、不安を解消する」
「ベルトの着用は理容や治療場
面に限定する」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、「支援開
始前に本人に適切に声を掛け不安を解消す
る」「ベルトの着用は理容や治療場面に限定
する」など身体拘束廃止・軽減にむけた取組
みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、「支援開始前に
本人に適切に声をかけ、不安を
解消する」「ベルトの着用は利
用や治療場面に限定する」等、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

13

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「安全を確保した上で、気
分の安定を図れるかかわりを持
ち、本人の状態を確認してベル
トを外す取組み」等、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

「安全を確保した上で、気分の
安定を図れる関わりを持ち、本
人の状態を確認してベルトを外
す取組み」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取り組みを実
施中。なお今回は、受診時２回
の内１回は拘束を行わずに過ご
すことができた。

落ち着いてイベントに参加できるなど、この
期間は身体拘束は未実施であった。なお、
「安全を確保した上で、気分の安定を図れる
関わりを持ち、本人の状態を確認してベルト
を外す取組み」など、身体拘束廃止・軽減に
向けた取り組みを実施中。

12

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、日頃の支援の中で安心安全
な環境を整える等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、日頃の支援の中で安心安全
な環境を整える等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

日頃の支援の中で安心安全な環境を整える
等、身体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。なお、今回は、散髪時に車椅子ベルト
を利用した。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、「安全を確保し
た上で、気分の安定を図れるか
かわりを持ち、本人の状態を確
認してベルトを外す取組み」
等、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、日頃の支援の中
で安心安全な環境を整える等、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

14



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 C B B B B A B A A A A A A B B A A A A A A A B B C A A C C B

拘束時間 D D D D D D D D D D D D D D D E D D D D D E D D D D D D D A D

16

取組状況

夜間、臥床時に勤務職員で3要
件確認し実施。急な起き上がり
からの転倒の危険性がある為。
グループ会議にて軽減に向けて
の取り組み検討。居室内で転倒
した場合に備えてのハード面の
改築、就寝中の見守り、起床後
支援等の課題あり。ベルトと身
体の間にタオルを巻く等軽減処
置を図る。

夜間、臥床時に勤務職員で３要
件確認し実施。急な起き上がり
からの転倒の危険性がある為。

夜間、臥床時に勤務職員で3要
件確認し実施。急な起き上がり
からの転倒の危険性がある為。

夜間、臥床時に勤務職員で3要件確認し実
施。急な起き上がりからの転倒の危険性があ
る為。
課会議でG会議の課題について検討。ハード
面、ソフト面から夜間時の拘束に関してベル
トと身体の間にタオルを巻く等軽減処置を図
る。
30日、夜間一睡もせず、拘束実施せず。

15

取組状況

「車椅子ベルトは移動時のみの
使用」「安全に座れている場合
はベルトを外す」等、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

「車椅子ベルトは移動時のみの
使用」「安全に座れている場合
はベルトを外す」など、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

「車椅子ベルトは移動時のみ使用」「安全に
座れている場合はベルトを外す」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

引き続き、「車椅子ベルトは移
動時のみの使用」「安全に座れ
ている場合はベルトを外す」
等、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 E D

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

県立障害者支援施設における身体拘束の実施状況（拘束種別毎）

　拘束種別： やむを得ず、手指の機能を制限するためにミトン型の手袋を付ける

　実 施 月：　令和３年３月の実施状況

22日夜間から朝方にかけて不眠。その際に手
で顔を擦り続けた為、患部が徐々に血が滲ん
できた為、怪我を防止する目的で身体拘束を
実施する。

3

取組状況

ミトン未着用時の出血に至る自
傷行為が夜間帯に目立っていた
ので、日中帯に解除の取り組み
を実施した。

ミトン未着用時の出血に至る自
傷行為が夜間帯に継続して確認
された。そのため、日中帯に解
除の取り組みをする。1～2時間
程度の解除時間を確保できた。

ミトン未着用時に、両手を爪で
引っかき、出血する事があっ
た。見守りを行い自傷行為が無
ければ引き続きミトンを外す時
間を継続している。

2

取組状況

ミトンをつけていない時間に、両腕を爪で
引っかき、出血する事があった。また、ミト
ンをした状態でも目を擦る事もみられた。自
傷行為が無ければミトンを外す時間を設けて
いる。

2月より身体拘束解除の時間を
段階的実施し一定の効果があ
り、現在は一日を通して解除し
ている。様子観察中。

13日のみ全身を爪で掻く様子が
あり、不安定の状況が目立ち身
体拘束を実施する。

本人の見守りを中心に、爪で掻
く自傷について未然に防ぐこと
を実施している。

　拘束時間：未記入は未実施、A＝30分未満、B＝30分以上１時間未満、C＝１時間以上４時間未満、D＝４時間以上８時間未満、E＝８時間以上24時間未満、F＝24時間

1

取組状況

身体拘束解除の時間を入浴、食
事の場面で取り組みをした。ま
た、コンサルテーションでの目
標であるミトンを未着用の生活
に向けて音楽鑑賞やドライブで
の様子を確認する。しかし、自
傷行為の軽減には至ってない。

行動制限解除の取り組みとし
て、両手のミトンを外してタオ
ルを持った状態で外の歩行活動
を行っている。行動制限の取り
組みとしてミトンを外している
が、自傷行為の軽減には至って
いない。

行動制限を軽減する為、両手の
ミトンを外してタオルを持って
頂いた。タオルを持っている最
中はミトンを使わずに散歩をし
ている。

行動制限を軽減する為、両手のミトンを外し
た後にタオルを持っている。入浴時にも洗体
タオルを持つ事によって、自傷行為を減らす
事ができている。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 D D D D E D D D D C C C C C C B B C C E D C B C C D D D C C C

拘束時間 C D D D E E E D D C C C C C B B B B B A C A C B A A

拘束時間

拘束時間

3月より身体拘束をしない取組
みを実施中。問題がなければ、
廃止の方向を確認している。

3月より身体拘束をしない取組
みを実施中。問題がなければ、
廃止の方向を確認している。

3月より身体拘束をしない取組みを実施中。
問題がなければ、廃止の方向を確認してい
る。

7

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、生理的不快感が高まると自
傷の恐れがあるため、引き続
き、室温等を調整する等、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

この期間は身体拘束は未実施。
会議にて、半年間実績がないた
め、身体拘束を廃止することを
確認した。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、生理的不快感が高まると自
傷の恐れがあるため、引き続
き、室温等を調整する等、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

3月より身体拘束をしない取組
みを実施中。問題がなければ、
廃止の方向を確認している。

ミトンによる行動制限を解除す
る取り組みを継続している、14
日はミトンによる行動制限を実
施せず見守り対応を行う。

ミトンによる行動制限を解除す
る取り組みは継続中。トイレ時
にミトンをせず見守っていた
が、排泄時に集中できず再度検
討する。

落ち着いている時は片手を外し
ている。また、一人で雑誌等を
見ている時は両手を外し見守り
対応を行う。

本人の情緒が落ち着いていない
時には外す事が出来ていない
が、落ち着いている時は環境設
定を整え、両手もしくは片手を
外す対応をしている。

本人の情緒が落ち着いている時は環境設定を
行いながら職員の見守りのもと、雑誌を読む
時間を設けるなど両手ミトンを外す時間を増
やし,軽減に向けた取り組みを続ける。

26,28,29,31日とても落ち着いていた為ミト
ンは使用せず、見守り対応を継続して行い軽
減にむけ取組みました。

6

取組状況

4

取組状況

環境を整え、見守りが可能な時
に雑誌を提供して、本人に落ち
着いて過ごして貰い、ミトンを
外す取組みを実施したが、情緒
の乱れがあり他者への干渉も見
られた。

5

取組状況

食事や入浴、手洗いの際にはミ
トンを外し、手指の状態を確認
し見守りが可能の場合は行動制
限解除を実施した。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 F F F F F F F F F F

　22日胃瘻造設し病院を退院。身体拘束判定
会議で、瘻孔形成までの間、左手にミトンを
着用し、胃瘻の抜管を予防する決定をしまし
た。ホームでは、本人の手の動き等をアセス
メントしています。

9

取組状況

 居室外ではミトンを外し対応しています。
ホーム会議に於いて、ミトン解除の方向性を
確認し、併せて胃瘻抜管の危険性を周知しま
した。

8

取組状況

今後の方向性について、各担当
者及び上席職員で打合せを行う
予定

各セクションのリーダーを交え
て、今後の方向性についての打
合せを実施

　ミトンを外して映画鑑賞やカ
ラオケを楽しむことができまし
た。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 D D D D D D D D

医療用装具による不快感の軽減に取り組むと
ともにつなぎ服を着用しない方法を試行中。
また、つなぎ服を着用しない取組みと同時に
生活の質、支援の質の向上を目指していく。

2

取組状況
自傷防止のために身体拘束を実
施中。代替え案検討中。

自傷防止のために身体拘束を実
施中。代替え案検討中。

自傷防止のために身体拘束を実施中。代替え
案検討中。

3

取組状況

医療用装具による不快感の軽減
に取り組むとともに、つなぎ服
を着用しない方法を試行する
等、身体拘束廃止、軽減に向け
た取組みを実施中。

医療用装具による不快感の軽減
に取り組むとともに、つなぎ服
を着用しない方法を試行するな
ど、身体拘束廃止、軽減に向け
た取組みを実施中。

引き続き、自傷防止のために身
体拘束を実施中。代替え案検討
中。

引き続き、医療用装具による不
快感の軽減に取り組むととも
に、つなぎ服を着用しないで過
ごす方法を検討する等、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

県立障害者支援施設における身体拘束の実施状況（拘束種別毎）

　拘束種別： やむを得ず、行動を制限するために介護衣（つなぎ服）を着せる

　実 施 月：　令和３年３月の実施状況

　拘束時間：未記入は未実施、A＝30分未満、B＝30分以上１時間未満、C＝１時間以上４時間未満、D＝４時間以上８時間未満、E＝８時間以上24時間未満、F＝24時間

1

取組状況

身体拘束の実施を一時中止し、
経過観察中。夜間1時間ごとの巡
回を行う。ベッド拘束のみでの
安全確保について会議で検討し
次月以降の廃止を目指す。

身体拘束の実施を一時中止し、
経過観察中。夜間1時間ごとの巡
回を行う。ベッド拘束のみでの
安全確保について会議で検討し
次月以降の廃止を目指す。

身体拘束の実施を一時中止し、
経過観察中。夜間1時間ごとの巡
回を行う。ベッド拘束のみでの
安全確保について会議で検討し
次月以降の廃止を目指す。

園の会議にて身体拘束は終了となる。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間

拘束時間 A

拘束時間 A A

3

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、「見通しが持て
るスケジュール提示」等行動の
安定を図ることで、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「見通しが持てるスケ
ジュール提示」等行動の安定を
図ることで、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「見通しが持てるスケ
ジュール提示」など、行動の安
定を図ることで、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

「見通しが持てるスケジュール提示」など、
行動の安定を図ることで、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中だが、この期間２
度のホールディングを実施。原因等を寮内で
検討、共有した。

取組状況

2

取組状況

11月からの4か月間で感情の起
伏は引き続きある。しかし、
ホールディングに至ることはな
く、個別支援により落ち着きを
取り戻すことが出来ている。3
月4日の身体拘束判定会議を
もって身体拘束を解除とした。

解除 解除

県立障害者支援施設における身体拘束の実施状況（拘束種別毎）

　拘束種別： やむを得ず、支援者が自分の体で利用者を押さえて行動を制限する

　実 施 月：　令和３年３月の実施状況

　拘束時間：未記入は未実施、A＝30分未満、B＝30分以上１時間未満、C＝１時間以上４時間未満、D＝４時間以上８時間未満、E＝８時間以上24時間未満、F＝24時間

解除
1

2月24日以降は、急激に不安定
になることなく過ごしている。

年度末になり、先の見通しが持
てないことに不安があるが、本
人の気持ちを丁寧に傾聴してい
る。また、お菓子作りなど本人
の楽しみとなる活動も行ってい
る。

急激に不安定になることなく過
ごしている。

不安な言動が止まらず、代替えとなる本人へ
の手紙の提示や声掛け傾聴等行ったが興奮状
態が続き、もの投げ髪引き行為がみられた。
自傷や他利用者へ安全を確保するため拘束を
実施した。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 A

拘束時間 A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

拘束時間

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、「余暇活動の導
入」「見通しの持てるスケ
ジュール提示」等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「余暇活動の導入」「見通
しの持てるスケジュール提示」
等、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「余暇活動の導入」「見通
しの持てるスケジュール提示」
など、身体拘束廃止・軽減に向
けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、「余暇活
動の導入」「見通しの持てるスケジュール提
示」など、身体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

6

取組状況

引き続き、「行動分析の手法を
用い、本人が安心できる環境設
定をしていく」等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

「行動分析の手法を用い、本人
が安心できる環境設定をしてい
く」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

「行動分析の手法を用い、本人
が安心できる環境設定をしてい
く」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「行動分析の手法を用い、本人が安心できる
環境設定をしていく」など、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、「新たな余暇活
動・日課の導入の検討」「活動
の伝え方の工夫」等、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「新たな余暇活動・日課の
導入の検討」「活動の伝え方の
工夫」等、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「新たな余暇活動・日課の
導入の検討」「活動の伝え方の
工夫」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「新たな余暇活動・日課の導入の検討」「活
動の伝え方の工夫」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中だが、この期間１
度ホールディングを実施。原因等を寮内で検
討、共有した。

4

5



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間

拘束時間

拘束時間

9

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、他利用者の声への反応によ
る不安解消のため、引続き、安
心できる生活環境の提供や支援
を行うことで、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、他利用者の声への反応によ
る不安解消のため、引続き、安
心できる生活環境の提供や支援
を行うことで、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、他利用者の声への反応によ
る不安解消のため、安心できる
生活環境の提供や支援を行うこ
とで、身体拘束廃止・軽減に向
けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、他利用者
の声への反応による不安解消のため、安心で
きる生活環境の提供や支援を行うことで、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、不安定になる
きっかけや、周囲の環境を確認
し、その背景・要因の特定を進
めるとともに、音楽グッズの導
入等安心した生活環境と支援の
提供を行うことで、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間、身体拘束は未実施だ
が、不安定になるきっかけや周
囲の環境を確認し、その背景・
要因の特定を進めるとともに、
音楽グッズの導入等、安心でき
る生活環境の提供や支援を行う
ことで、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

この期間、身体拘束は未実施だ
が、不安定になるきっかけや周
囲の環境を確認し、その背景・
要因の特定を進めるとともに、
音楽グッズの導入等、安心でき
る生活環境の提供や支援を行う
ことで、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

身体拘束廃止に向けた検討会議実施。引き続
き、本人が気分転換を図ることが出来る環境
整備に努めるとともに、「好きなもの」「好
きなこと」を提供できる支援体制を整備しな
がら、身体拘束廃止・軽減に向けた取組みを
実施していくことを確認。

7

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、居室で安心して
過ごせる環境整備に努める等、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、居室で安心して過ごせる環
境整備に努める等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、居室で安心して過ごせる環
境整備に努めるなど、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、居室で安
心して過ごせる環境整備に努めるなど、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

8



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 A

拘束時間 A A

拘束時間

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、安心できる生活
環境の提供と支援を行うこと
で、身体拘束廃止・軽減の取組
みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、安心できる生活
環境の提供や支援を行うこと
で、身体拘束廃止・軽減の取組
みを実施中。

安心できる生活環境の提供や支
援を行うことで、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だが、安心でき
る生活環境の提供や支援を行うことで、身体
拘束廃止・軽減の取組みを実施中。

10

11

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、安心できる生活
環境の提供と支援を行うこと
で、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、安心できる生活環境の提供
や支援を行うことで、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

12

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、「気になるもの
を減らす環境整備」「落ち着い
て楽しむために興味関心を持て
るものの提供」等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「気になるものを減らす環
境整備」「落ち着いて楽しむた
めに興味関心を持てるものの提
供」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「気になるものを減らす環
境整備」「落ち着いて楽しむた
めに興味関心を持てるものの提
供」「服薬調整」など、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

身体拘束廃止に向けた検討会議実施。服薬調
整を行いながら、これまでの対応実態の分析
と新たな支援方法の検討を行うなど、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを実施していく
ことを確認。

安心できる生活環境の提供や支
援を行うことで、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

安心できる生活環境の提供や支援を行うこと
で、身体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

取組状況



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間

拘束時間 A

拘束時間

15

取組状況 機能低下のため、入院中

13

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、「医療との連
携」「環境調整」「マンツーマ
ン対応」等、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「医療との連携」「環境調
整」「マンツーマン対応」等、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「医療との連携」「環境調
整」「マンツーマン対応」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、「医療と
の連携」「環境調整」「マンツーマン対応」
など、身体拘束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

機能低下のため、入院中
3月16日一時退院するも、興奮
状態著明で粗暴性が出現したた
め、19日に再入院

入院中

14

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、先の見通しを持てるような
視覚的な提示を行いながら、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、先の見通しを持てるような
視覚的な提示を行いながら、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「ひらがなでのスケジュー
ルを視覚的に伝える方法」「生
活環境の整備」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、「ひらが
なでのスケジュールを視覚的に伝える方法」
「生活環境の整備」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間

拘束時間

17

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、本人の望む生活
用品をそろえる等環境整備に努
めることで、情緒安定を図りな
がら、身体拘束廃止・軽減に向
けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、本人の望む生活用品をそろ
える等環境整備に努めること
で、情緒安定を図りながら、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、本人の望む生活用品をそろ
える等環境整備に努めること
で、情緒安定を図りながら、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、本人の望
む生活用品をそろえる等環境整備に努めるこ
とで、情緒安定を図りながら、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施中。

16

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、「不安感を募ら
せない会話・話題の投げかけ」
「見通しのつくスケジュール提
示」「余暇活動の提供」等、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「不安感を募らせない会
話・話題の投げかけ」「見通し
のつくスケジュール提示」「余
暇活動の提供」等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「不安感を募らせない会
話・話題の投げかけ」「見通し
のつくスケジュール提示」「余
暇活動の提供」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、「不安感
を募らせない会話・話題の投げかけ」「見通
しのつくスケジュール提示」「余暇活動の提
供」など、身体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 B

拘束時間

拘束時間 C A C B C C C C C C C C C C C C C C C B C C B C C C A

2

取組状況

食事の時間を見直し早めの対応
を行っているため 終日施錠は行
わず。

食事の時間を見直し早めの対応
を行っているため 終日施錠は行
わず。

食事の時間を見直し早めの対応
を行っているため 終日施錠は行
わず。

園の会議にて身体拘束は終了となる。

県立障害者支援施設における身体拘束の実施状況（拘束種別毎）

　拘束種別： やむを得ず、自分の意思で開けることができない居室等に隔離する

　実 施 月：　令和３年３月の実施状況

　拘束時間：未記入は未実施、A＝30分未満、B＝30分以上１時間未満、C＝１時間以上４時間未満、D＝４時間以上８時間未満、E＝８時間以上24時間未満、F＝24時間

1

取組状況

本人への過干渉をしないよう
に、ある程度の許容を行い、情
緒が安定していたため居室施錠
を行わず、できるだけ皆と過ご
せるよう見守りを行った。

本人への過干渉をしないよう
に、ある程度の許容を行い、情
緒が安定していたため居室施錠
を行わず、できるだけ皆と過ご
せるよう見守りを行った。

継続した支援を実施する。本人
への過干渉をしないように、あ
る程度の許容を行い、情緒が安
定していたため居室施錠を行わ
ず、できるだけ皆と過ごせるよ
う見守りを行った。

本人への過干渉をしないように、ある程度の許
容を行い情緒の変化に配慮しながら、共有ス
ペースで皆と過ごせるように見守りを行う対応
を継続する。

3

取組状況

日中は、落ち着いて日課を過ご
せているが、就寝前に他利用者
に対しての拘りが続いている。
他利用者の安全確保や本人の拘
りの代替案を検討中。

他利用者に対しての拘りは就寝
前に限定されてきた。エスカ
レートしない日もあるので、こ
の時間帯での代替案を検討し、
試行していく。

就寝前に他利用者に対する過干
渉（拘り）に対して、他利用者
の居室にサムターンの導入を検
討し、試行予定である。

就寝前に他利用者に対する過干渉（拘り）に対
して、他利用者の居室にサムターンの導入を進
めている。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 D E

拘束時間 E E E E E E E D D D D D D B B C E D E C C C C C C C C C C C C

拘束時間 E E E E E E E D D D D D D D D E E E E E E E E D D D D D D D D

拘束時間 C D C E E E D D C C D E D E C C C E E D D D C C C E E D D D C

7

取組状況

引き続き、「夜間の安定した睡
眠促進」「サムターンキーの活
用」「見通しが持てるスケ
ジュール提示」等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

「サムターン錠の使い方を伝え
る」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

「サムターン錠の使い方を伝え
る」「夜間の解錠」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

「サムターン錠の使い方を伝える」「夜間の解
錠」など、身体拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

6

取組状況

引き続き、「サムターン錠の使
い方を伝える」等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

「サムターン錠の使い方を伝え
る」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

「サムターン錠の使い方を伝え
る」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「サムターン錠の使い方を伝える」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

5

取組状況

引き続き、「見通しを持てるよ
うタイマーの導入」「余暇活動
の導入」等、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「見通しを持てるようタイマー
の導入」「余暇活動の導入」
等、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

「見通しを持てるようタイマー
の導入」「余暇活動の導入」
「夜間の開錠」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

「見通しを持てるようタイマーの導入」「余暇
活動の導入」「夜間の解錠」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施中。

4

取組状況
2月24日以降は、急激に不安定に
なることなく過ごしている。

年度末になり、先の見通しが持
てないことに不安があるが、本
人の気持ちを丁寧に傾聴してい
る。また、お菓子作りなど本人
の楽しみとなる活動も行ってい
る。

急激に不安定になることなく過
ごしている。

不安な言動が止まらず、代替えとなる本人への
手紙の提示や声掛け、傾聴等行ったが興奮状態
が続き、もの投げ、髪引き行為がみられた。自
傷や他利用者への他害に繋がる恐れがあり拘束
を実施した。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 D C C C E C C E C C C C E D E C C D E A C C C C D C D C C C C

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

10

取組状況

引き続き、「余暇活動の導入」
「見通しの持てるスケジュール
提示」等、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「余暇活動の導入」「見通しの
持てるスケジュール提示」等、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

「余暇活動の導入」「見通しの
持てるスケジュール提示」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

「余暇活動の導入」「見通しの持てるスケ
ジュール提示」など、身体拘束廃止・軽減に向
けた取組みを実施中。

9

取組状況

引き続き、「行動分析の手法に
よる、本人が安心できる環境設
定」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

「行動分析の手法による、本人
が安心できる環境設定」等、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

「行動分析の手法による、本人
が安心できる環境設定」など、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

「行動分析の手法による、本人が安心できる環
境設定」など、身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

8

取組状況

引き続き、「新たな余暇活動・
日課の導入」「活動の伝え方の
工夫」等、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「新たな余暇活動・日課の導
入」「活動の伝え方の工夫」
等、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

「新たな余暇活動・日課の導
入」「活動の伝え方の工夫」
「夜間の開錠」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

「新たな余暇活動・日課の導入」「活動の伝え
方の工夫」「夜間の解錠」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 C C C

拘束時間 A B

拘束時間 C A A B C C

13

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、「言葉がけ等で
の日課促し」「規則正しい生活
の促し」「職員とのコミュニ
ケーション」「落ち着いた環境
の提供」等、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「言葉がけ等での日課促し」
「規則正しい生活の促し」「職
員とのコミュニケーション」
「落ち着いた環境の提供」等、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

「言葉がけ等での日課促し」
「規則正しい生活の促し」「職
員とのコミュニケーション」
「落ち着いた環境の提供」等、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

「言葉がけ等での日課促し」「規則正しい生活
の促し」「職員とのコミュニケーション」「落
ち着いた環境の提供」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

12

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、「安全な見守り
体制の検討」「医療との連携」
等、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「安全な見守り体制の検
討」「医療との連携」等、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

「安全な見守り体制の検討」
「医療との連携」など、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、「安全な見
守り体制の検討」「医療との連携」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

11

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、不安定になる
きっかけや、周囲の環境を確認
し、その背景・要因の特定を進
めるとともに、音楽グッズの導
入等安心した生活環境と支援の
提供を行うことで、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束未実施だ
が、不安定になるきっかけや、
周囲の環境を確認し、その背
景・要因の特定を進めるととも
に、音楽グッズの導入等安心で
きる生活環境の提供と支援を行
うことで、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

引き続き、不安定になるきっか
けや、周囲の環境を確認し、そ
の背景・要因の特定を進めると
ともに、音楽グッズの導入等安
心できる生活環境の提供と支援
を行うことで、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

身体拘束廃止に向けた検討会議実施。引き続
き、本人が気分転換を図ることが出来る環境整
備に努めるとともに、「好きなもの」「好きな
こと」を提供できる支援体制を整備しながら、
身体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施して
いくことを確認。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 B

拘束時間 C C E B C C C C C C D C C B E B C C C C D C E C C C E C C

拘束時間 B A A B A B B B B B B A B B B A B A A A A

拘束時間 B B C C

17

取組状況

引き続き、「夜間の睡眠確保」
「日中活動の活性化」等、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

「夜間の睡眠確保」「日中活動
の活性化」等、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

「夜間の睡眠確保」「日中活動
の活性化」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

「夜間の睡眠確保」「日中活動の活性化」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施
中。

16

取組状況

引き続き、「現物提示による伝
え方」「余暇支援」等、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

「現物提示による伝え方」「余
暇支援」等、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「現物提示による伝え方」「余
暇支援」など、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

「現物提示による伝え方」「余暇支援」など、
身体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

15

取組状況

引き続き、「事前告知の伝え
方」「生活環境の整備」等、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

「事前告知の伝え方」「生活環
境の整備」等、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

「ひらがなでのスケジュールを
視覚的に伝える方法」「生活環
境の整備」等、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

「ひらがなでのスケジュールを視覚的に伝える
方法」「生活環境の整備」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施中。

14

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、「言葉がけ等で
の日課促し」「規則正しい生活
の促し」「職員とのコミュニ
ケーション」「落ち着いた環境
の提供」等、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「言葉がけ等での日課促し」
「気になるものを減らす環境整
備」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「言葉がけ等での日課促
し」「気になるものを減らす環
境整備」等、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

身体拘束廃止に向けた検討会議実施。服薬調整
を行いながら、これまでの対応実態の分析と新
たな支援方法の検討を行うなど、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施していくことを
確認。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 B B A B A B A C C A B A B A A B A A A B B B

拘束時間 A A A A B A A A A B B A A A A A A B A

拘束時間 C C C C C C C C C C C C C C C C C C B C C B C C C B C B B C C

「居室ドアベルの設置」「落ち着いた環境の提
供」など、身体拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

19

取組状況

引き続き、「身体拘束をしない
時間の徹底」「食堂・デイルー
ムの利用促進」等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

「身体拘束をしない時間の徹
底」「食堂・デイルームの利用
促進」等、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「身体拘束をしない時間の徹
底」「食堂・デイルームの利用
促進」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「身体拘束をしない時間の徹底」「食堂・デイ
ルームの利用促進」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

18

取組状況

引き続き、「居室ドアベルの設
置」「本人の状態の的確な把
握」「就床時間後の支援変更」
等、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

「居室ドアベルの設置」「本人
の状態の的確な把握」「就床時
間後の支援変更」「起床支援の
変更」等、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「居室ドアベルの設置」「本人
の状態の的確な把握」「就床時
間後の支援変更」「起床支援の
変更」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

会議にて、睡眠環境の整備等、身体拘束廃止・
軽減の取組みについて確認。

20

取組状況

引き続き、「居室ドアベルの設
置」「落ち着いた環境の提供」
等、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

「居室ドアベルの設置」「落ち
着いた環境の提供」等、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

「居室ドアベルの設置」「落ち
着いた環境の提供」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

拘束時間 E C D C C C C E E C D C D C E D C C C D C E C C C D C C D C

拘束時間 B B C A B B C B C C B C

「環境整備（刺激を少なく、
クールダウンを図れる環境設
定、音楽を聴ける環境設定
等）」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「環境整備（刺激を少なく、クールダウンを図
れる環境設定、音楽を聴ける環境設定等）」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施
中。なお、この期間、やや落ち着かない状況で
あったので、医務課と連携をとり対応中。

取組状況

引き続き、「2人夜勤での施錠解
錠」「職員とのボール投げ等余
暇活動導入」等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

「2人夜勤での施錠解錠」「職員
とのボール投げ等余暇活動導
入」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

「2人夜勤での施錠解錠」「職員
とのボール投げ等余暇活動導
入」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。ま
た、担当職員1人夜勤時の施錠解
錠を試行中。

「不調時の早期介入」「絵本読み・散歩等職員
と一緒に過ごす時間を増やす」「午前中の居室
外での活動」など、日課を充実させることで、
身体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。

21

取組状況

引き続き、「安定する支援方法
の試行」「不調時の原因の早期
究明」「絵本読み等職員と一緒
に過ごす時間増」等、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

「不調時の早期介入」「絵本読
み・散歩等職員と一緒に過ごす
時間を増やす」等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。なお、会議で安定する支援
方法を検討し、「午前中の居室
外での活動」を試行的に開始し
た。

22

23

取組状況

引き続き、「環境整備（刺激を
少なく、クールダウンを図れる
環境設定、音楽を聴ける環境設
定等）」等、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施
だったが、「環境整備（刺激を
少なく、クールダウンを図れる
環境設定、音楽を聴ける環境設
定等）」等、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「不調時の早期介入」「絵本読
み・散歩等職員と一緒に過ごす
時間を増やす」など、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。なお、「午前中の居室外
での活動」は日課として定着。
余暇の充実としてドライブ実
施。

「2人夜勤での施錠解錠」「職員とのボール投
げ等余暇活動導入」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。また、担当職員1人
夜勤時には「身体拘束をしない取組み」を試行
中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 C C C C C D C C C C C C C C C C C C D C C C C C C C D C C D C

拘束時間

拘束時間 C C C C C C C C C B C C C C C C C C C B A B B A B B A A B

「夜間帯の施錠解除」など、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。夕食後以降の、本
人の状態に合わせた施錠解除を
試行中。

「夜間帯の施錠解除」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。夕食後以降の「本
人の状態に合わせた身体拘束をしない取組み」
を実施中であるが、この期間の最終日は身体拘
束をせずに過ごすことができた。

25

取組状況

この期間は身体拘束は未実施
だったが、引き続き、「見通し
が持てるようスケジュールボー
ドやカードの活用」「日中・就
床前の過ごし方の見直し」等、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施
だったが、「見通しが持てるよ
うスケジュールボードやカード
の活用」「日中・就床前の過ご
し方の見直し」等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施
だったが、「見通しが持てるよ
うスケジュールボードやカード
の活用」「日中・就床前の過ご
し方の見直し」など、引き続
き、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

この期間は身体拘束は未実施だが、「見通しが
持てるようスケジュールボードやカードの活
用」「日中や就床前等、空き時間の過ごし方の
見直し」など、引き続き、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

取組状況

引き続き、不調の兆しが見られ
た際、興味あるものや包まるこ
とで落ち着ける毛布の提供など
でクールダウンを図る取組みを
行う等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

不調の兆しが見られた際、興味
あるものや包まることで落ち着
ける毛布の提供などでクールダ
ウンを図る取組みを行う等、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを実施中。

「居室外で過ごす活動の充実」
「不調の兆しが見られた際、早
期介入」など、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。
２人夜勤時は夕食後以降、本人
の状態に合わせ施錠解除の試行
を開始。

「居室外で過ごす活動の充実」「不調の兆しが
見られた際、早期介入」など、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。２人夜勤時は夕
食後以降「本人の状態に合わせた身体拘束を行
わない取組み」を試行中であるが、会議にて１
人夜勤時への試行が進められるか課題整理する
ことを確認。

26

24

取組状況

引き続き、「夜間帯の施錠解
除」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

「夜間帯の施錠解除」等、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。なお、夕方から本人
の状態に合わせ施錠解除の試行
を開始することを会議で検討し
た。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E D E E E E E E C D C C E E E E C C E E E D E C C D C E D E C

拘束時間 A B C A A A A A A A A A A A A A B A

拘束時間 D D C C D D C E C E C C E D C D C C C D C C E C C E D C D B B

拘束時間 D E C E E E D D D D E C E D D D D D D D D D D D D D D E D D D

「統一した職員の支援の徹底」「職員とマン
ツーマンで過ごす日課設定」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施中。また、担当
職員夜勤時には身体拘束をしない取組みを試行
中。

28
「早朝覚醒からの不調を防止す
るために就床時薬の服薬時間の
変更」等、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「早朝覚醒からの不調を防止す
るために就床時薬の服薬時間の
変更」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

「早朝覚醒からの不調を防止するために就床時
薬の服薬時間の変更」など、身体拘束廃止・軽
減に向けた取組みを実施中。

取組状況

引き続き、「統一した職員の支
援の徹底」「職員とマンツーマ
ンで過ごす日課設定」等、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を実施中。

取組状況

引き続き、「就床時薬の服薬時
間の変更」等、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

会議にて「統一した職員の支援
の徹底」「職員とマンツーマン
で過ごす日課設定」など、身体
拘束廃止・軽減に向けた取組み
を再確認。また、担当職員夜勤
時の施錠解錠を試行中。

27 「統一した職員の支援の徹底」
「職員とマンツーマンで過ごす
日課設定」等、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

「居室の外で過ごす余暇時間提
供」「職員のかかわり時間増」
など、身体拘束廃止・軽減に向
けた取組みを実施中。

「居室の外で過ごす余暇時間提供」「職員のか
かわり時間増」など、身体拘束廃止・軽減に向
けた取組みを実施中。

30 「夜間施錠解錠のための検討,試
行」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

「夜間施錠解錠のための検討,試
行」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

夜間に身体拘束を行わない取組みを試行中。そ
の際に課題となる状況で本人が取るべく行動を
視覚化して事前に本人に示し、生じるリスクを
低減する取組みを検討中。

取組状況

引き続き、「居室の外で過ごす
余暇時間提供」「職員のかかわ
り時間増」等、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

取組状況

引き続き、「夜間施錠解錠のた
めの検討」等、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

29 「居室の外で過ごす余暇時間提
供」「職員のかかわり時間増」
等、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 A A A C A B A B

拘束時間 E E D E C E E E E E E C C C C C C C C C C C C D D D D C D D

拘束時間 C C C C C C D C C C C C C C C C C C D C C C C C C B D E C

拘束時間 C E D D D D D E E E D D D D E E E E E D D E E E E D D D E E E

拘束時間 C C D C D C D D C E C C C D C D C D C D D

身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。なお、夜間の居
室施錠の一部解除について、担
当職員だけでなく、全職員が実
施することを会議で確認。

会議にて、身体拘束廃止・軽減に向け、「夜間
の居室施錠の一部解除を４月より全職員が実施
する」「担当職員の夜勤時は居室施錠をしな
い」ことを確認。

33 ４か月段階的な取組みを経て、
身体拘束廃止につながるよう取
組み実施中。

段階的な取組みを経て、身体拘
束廃止につながるよう取組み実
施中。

段階的な取組みを経て、身体拘束廃止につなが
るよう取組み実施中。

取組状況

引き続き、「担当職員の夜勤
時・2人夜勤時の施錠解錠」等、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

取組状況

４か月段階的な取組みを経て、
身体拘束廃止につながるよう取
組み実施中。

32 「担当職員の夜勤時・2人夜勤時
の施錠解錠」等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

取組状況

引き続き、「室温調整等生理的
不快感の軽減」「不安定時のア
セスメント」等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

取組状況

引き続き、「他利用者とのトラ
ブルを回避できる環境整備」
等、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

34
「室温調整等生理的不快感の軽
減」「不安定時のアセスメン
ト」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

会議にて「室温調整等生理的不
快感の軽減」「医療との連携」
など、身体拘束廃止・軽減に向
けた取組みを再確認。

快・不快を丁寧に観察して行動を軽減させてい
くアプローチを行っていき、寝ている際は開錠
していく取り組みを実施中。

35 「他利用者とのトラブルを回避
できる環境整備」等、身体拘束
廃止・軽減に向けた取組みを実
施中。

「他利用者とのトラブルを回避
できる環境整備」など、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

支給決定自治体とケースカンファ実施。「他利
用者とのトラブルを回避できる環境整備」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施
中。

31 「気分転換できるグッズの提
供」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

取組状況

引き続き、「気分転換できる
グッズの提供」等、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施
中。

「気分転換できるグッズの提
供」など、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「気分転換できるグッズの提供」など、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E D E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 C

37 「本人の望む生活用品をそろえ
るなどの環境整備」等、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

この期間は身体拘束は未実施だ
が、「本人の望む生活用品をそ
ろえるなどの環境整備」など、
情緒安定に向けた取組みを実施
中。

この期間は身体拘束は未実施だが、「本人の望
む生活用品をそろえる等の環境整備」など、情
緒安定に向けた取組みを実施中。

取組状況

この期間は身体拘束は未実施だ
が、引き続き、「本人の望む生
活用品をそろえるなどの環境整
備」等、身体拘束廃止・軽減に
向けた取組みを実施中。

36

取組状況

引き続き、「居室へのセンサー
設置」等、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「居室へのセンサー設置」等、
身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。

「居室へのセンサー設置」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

「居室へのセンサー設置」など、身体拘束廃
止・軽減に向けた取組みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 C

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

　拘束時間：未記入は未実施、A＝30分未満、B＝30分以上１時間未満、C＝１時間以上４時間未満、D＝４時間以上８時間未満、E＝８時間以上24時間未満、F＝24時間

2

取組状況

前月より解除に向けた取組みを
試行中。クッションで体位保持
と転落予防を行っている。

前月より解除に向けた取組みを
試行中。会議にて試行の評価を
行う。

前月より解除に向けた取組みを
試行中。会議にて試行の評価を
行う。

園の会議にて身体拘束は終了となる。

1

取組状況

本人より「落ちると怖いから」
と毎日柵の使用要求あり。身体
拘束廃止・軽減に向けて取り組
みを検討する。

本人より「落ちると怖いから」
と毎日柵の使用要求あり。身体
拘束廃止・軽減に向けて取り組
みを検討する。

本人より「落ちると怖いから」
と毎日柵の使用要求あり。身体
拘束廃止・軽減に向けて取り組
みを検討する。

本人より「落ちると怖いから」と毎日策の使
用要求あり。身体拘束廃止・軽減に向けて取
り組みを検討する。

県立障害者支援施設における身体拘束の実施状況（拘束種別毎）

　拘束種別： やむを得ず、自分で降りられないようにベッド柵（サイドレール）を使用する

　実 施 月：　令和３年３月の実施状況

ベッド上で体を動かし転落しそうになること
あり、身体拘束廃止・軽減に向けて取り組み
を再検討する。

3

取組状況

ベッド上で体を動かし転落しそ
うになることあり、身体拘束廃
止・軽減に向けて取り組みを再
検討する。

ベッド上で体を動かし転落しそ
うになることあり、身体拘束廃
止・軽減に向けて取り組みを再
検討する。

ベッド上で体を動かし転落しそ
うになることあり、身体拘束廃
止・軽減に向けて取り組みを再
検討する。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

就寝時のベッド拘束帯について、着用しない
時間帯を設ける。ベッドへ移乗すると、その
後すぐにベッド上で激しく体を弾ませ転落の
可能性があった。解除の取り組みについて検
討を続ける。

身体拘束廃止・軽減に向けて取り組みを検討
した結果、日中静養時には解除することがで
きている。
夜間については同室者からの干渉もあり、継
続検討が必要。

ベッドのギャッジアップやエアクッション使
用時、体幹の傾きから転落しそうになること
あり。会議にて身体拘束廃止・軽減に向けて
取り組みを再検討する。また、当園他課の好
事例について情報交換を行う。

5

取組状況

身体拘束廃止・軽減に向けて取
り組みを検討した結果、日中静
養時に解除することを試行中。

身体拘束廃止・軽減に向けて取
り組みを検討した結果、日中静
養時に解除することを試行中。
夜間については継続検討する。

身体拘束廃止・軽減に向けて取
り組みを検討した結果、日中静
養時に解除することを試行中。
夜間については継続検討する。

6

取組状況

就寝時のベッド柵使用について
未設置時間を確保したが、夜間
を通してベッド上で激しく身体
を動かすことがあり転落の可能
性があった。そのため、解除方
法について再検討する。

就寝時のベッド柵使用について
未設置時間を確保したが、夜間
を通してベッド上で激しく身体
を動かすことがあり転落の可能
性があった。そのため、解除方
法について再検討する。

就寝時のベッド柵を使わない時
間を設けたが、ベッド上で激し
く動く事がみられた。ベッド柵
を使用しない方法を再検討す
る。

4

取組状況

看護師より誤嚥/褥瘡予防のア
ドバイスあり。ベッドのギャッ
ジアップやエアクッション使用
時、体幹の傾きから転落しそう
になることあり。身体拘束廃
止・軽減に向けて取り組みを再
検討する。

ベッドのギャッジアップやエア
クッション使用時、体幹の傾き
から転落しそうになることあ
り。会議にて身体拘束廃止・軽
減に向けて取り組みを再検討す
る。

ベッドのギャッジアップやエア
クッション使用時、体幹の傾き
から転落しそうになることあ
り。会議にて身体拘束廃止・軽
減に向けて取り組みを再検討す
る。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

取組状況

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。支援員の会議でウロバック
の衛生保持との関係を確認し、
３要件を確認する。

8

取組状況

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。支援員の会議で現在の負傷
に対する静養対応について確認
し、３要件についても確認する
予定。

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。支援員の会議でウロバック
の衛生保持との関係を確認し、
３要件を確認する。

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。３月9日のモニタリング会
議でウロバックの衛生保持との
関係を確認し、3要件を確認す
る。

身体機能低下によりベッド上で体動があった
場合に自ら転落防止行為が取れないため実施
する。３月9日のモニタリング会議でウロ
バックの衛生保持との関係を確認し、3要件
を確認する。

9

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。支援員の会議で現在の負傷
に対する静養対応について確認
し、３要件についても確認する
予定。

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。３月１５日のモニタリング
会議で現在の負傷に対する静養
対応について確認し、３要件に
ついても確認する。

身体機能低下によりベッド上で体動があった
場合に自ら転落防止行為が取れないため実施
する。３月１５日のモニタリング会議で現在
の負傷に対する静養対応について確認し、３
要件についても確認する。

7

取組状況

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。モニタリングにて本人の状
況と3要件を確認する予定。軽
減の取り組みとして日中の時間
帯でベッド柵1点を試行中

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。モニタリングにて本人の状
況と3要件を確認する予定。軽
減の取り組みとして日中の時間
帯でベッド柵1点を試行中

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。３月１７日グループモニタ
リングにて本人の状況と3要件
を確認する。軽減の取り組みと
して日中の時間帯でベッド柵1
点を試行中

身体機能低下によりベッド上で体動があった
場合に自ら転落防止行為が取れないため実施
する。３月１７日グループモニタリングにて
本人の状況と3要件を確認する。軽減の取り
組みとして日中の時間帯でベッド柵1点を試
行中



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

11

取組状況

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。支援員の会議でウロバック
の衛生保持との関係を確認し、
３要件を確認する。

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。支援員の会議でウロバック
の衛生保持との関係を確認し、
３要件を確認する。

身体機能低下によりベッド上で
体動があった場合に自ら転落防
止行為が取れないため実施す
る。３月１５日のモニタリング
会議でウロバックの衛生保持と
の関係を確認し、3要件を確認
する。

身体機能低下によりベッド上で体動があった
場合に自ら転落防止行為が取れないため実施
する。３月１５日のモニタリング会議でウロ
バックの衛生保持との関係を確認し、3要件
を確認する。

10

取組状況

本人の希望によりベッド柵を使
用する。支援員の会議で本人へ
希望を確認した。

本人の希望によりベッド柵を使
用する。支援員の会議で本人へ
希望を確認した。

本人の希望によりベッド柵を使
用する。3/4のグループモニタ
リング会議で3/1の本人希望を
確認した。

本人の希望によりベッド柵を使用する。3/4
のグループモニタリング会議で3/1の本人希
望を確認した。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

拘束時間 D D C D C C D C C C C C C B C B B C C C C B C C C C C B C C C

2

取組状況

引き続き、「日課の見直し」
「個別支援の拡充」等、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施中。

身体拘束廃止・軽減に向けた取
組みを実施中。なお、就床時の
抑制帯については、離床セン
サーの使用と巡回の強化を試行
中。

「離床センサーの使用」「巡回
の強化」など、身体拘束廃止・
軽減に向けた取組みを実施中。

会議にて「拘束しない時間帯の確認」「拘束
しないで済む環境整備」「離床センサーの試
行」など、身体拘束廃止・軽減に向けた取組
みを確認。

県立障害者支援施設における身体拘束の実施状況（拘束種別毎）

　拘束種別： やむを得ず行う、その他身体拘束に当たる行為（車いすテーブル等）

　実 施 月：　令和３年３月の実施状況

　拘束時間：未記入は未実施、A＝30分未満、B＝30分以上１時間未満、C＝１時間以上４時間未満、D＝４時間以上８時間未満、E＝８時間以上24時間未満、F＝24時間

1

取組状況

2月26日の行動制限判定会議に
て排泄中の様子について報告。
使用の際の評価を確認し継続と
して拘束実施する。尚、身体拘
束の時間は１５分以内にするこ
とを寮内に周知する。

1回の拘束時間を15分以内と設
定する。1日に5回～8回程度の
排泄がある。排泄中に転落がな
いかどうか見守りをするが、激
しく上半身を動かす時や、排泄
に集中できない時のみ、身体拘
束を実施する。排泄がスムーズ
な場合は10分程度の身体拘束で
済む時もある。15分以内の身体
拘束を寮内で周知している。

17日のモニタリング会議の中で
ポータブルトイレに座った際、
上半身を動かす事や職員が見守
りをすると気が散る様子が依然
として見られている状況を確認
する。継続して評価をし対応し
ていく事を寮内に周知する。

18日寮会議の中で継続対応の必要性を確認
し、30日の行動制限判定会議にて報告、確認
を行い了承される。引き続き安心して排泄で
きる環境を模索し、健康管理に努めていく。
尚、転落の可能性がある場合はベルトを装着
し安全に排泄をして頂き、拘束時間は１５分
までとして評価していく。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

拘束時間 E E E E E E D E E D E E D E E E E E E D E E E E E E E E E E

拘束時間 E E E E E D E E E D E E D E E E C E E D D D E D E E D D E E E

突発的な動きがあるため実施す
る。支援員の会議を実施し、３
要件と拘束解除の取り組みにつ
いて確認する予定。

「衣類提供方法の工夫」「不眠時・起床時の
対応の検討」「医療との連携」「理学療法士
への相談」など、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。なお「寝具等環境調整」
の一環として、3/25より新しい寝具(マット
レス)を導入した。

突発的な動きがあるため実施す
る。３月１５日モニタリング会
議を実施し、３要件と拘束解除
の取り組みについて確認する。

5 突発的な動きがあるため実施す
る。支援員の会議を実施し、３
要件と拘束解除の取り組みにつ
いて確認する予定。

突発的な動きがあるため実施する。３月１５
日モニタリング会議を実施し、３要件と拘束
解除の取り組みについて確認する。

取組状況

4

「衣類提供方法の工夫」「寝具
等環境調整」「不眠時・起床時
の対応の検討」「医療との連
携」「理学療法士への相談」な
ど、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。

「個別支援の時間、食事時間、おやつの時間
等、身体拘束をしない時間の徹底」など、身
体拘束廃止・軽減に向けた取組みを実施。

3

取組状況

引き続き、「個別支援の時間、
食事時間、おやつの時間など、
身体拘束をしない時間の徹底」
等、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施。

「個別支援の時間、食事時間、
おやつの時間など、身体拘束を
しない時間の徹底」等、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施。

「個別支援の時間、食事時間、
おやつの時間など、身体拘束を
しない時間の徹底」等、身体拘
束廃止・軽減に向けた取組みを
実施。

取組状況

引き続き、「衣類提供方法の工
夫」「寝具等環境調整」「不眠
時・起床時の対応の検討」「医
療との連携」「理学療法士への
相談」等、身体拘束廃止・軽減
に向けた取組みを実施中。

「衣類提供方法の工夫」「寝具
等環境調整」「不眠時・起床時
の対応の検討」「医療との連
携」「理学療法士への相談」
等、身体拘束廃止・軽減に向け
た取組みを実施中。



No. 実施日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

拘束時間 E E E E E D E E E E D E E D D E C E E E E E E D E E E E E E E

拘束時間 E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

先週に引き続き解除時間を確保
する目的で車椅子から降車した
がご本人から車椅子乗車の意思
表示がある。乗車後、激しく身
体を動かすことが見受けられて
解除時間の確保が難しかった。
解除方法の再検討を行う。

行動制限を解除する時間を設け
る為、車椅子から降車する機会
を設定したが車椅子乗車後も、
車椅子上で激しく動く事は変わ
らずみられており、解除する時
間を継続するのが難しい状況。
引き続き、行動制限を解除する
時間を増やすよう検討を重ね
る。

7

取組状況

解除時間を確保するため車椅子
から降車する取り組みをしたが
ご本人から車椅子乗車の意思表
示があり再乗車している。乗車
後、激しく身体を動かすことが
見受けられて解除時間の確保が
難しかった。解除方法の再検討
を行う。

突発的な動きがあるため実施する。３月10日
モニタリング会議を実施し、３要件と拘束解
除の取り組みについて確認する予定。

6

取組状況

突発的な動きがあるため実施す
る。支援員の会議を実施し、３
要件と拘束解除の取り組みにつ
いて確認する予定。

突発的な動きがあるため実施す
る。支援員の会議を実施し、３
要件と拘束解除の取り組みにつ
いて確認する予定。

突発的な動きがあるため実施す
る。３月10日モニタリング会議
を実施し、３要件と拘束解除の
取り組みについて確認する予
定。

行動制限を解除する時間を設ける為、車椅子
から降車する機会を設定したが車椅子乗車後
も、車椅子上で激しく動く事は変わらずみら
れており、解除する時間を継続するのが難し
い状況。引き続き、行動制限を解除する時間
を増やすよう検討を重ねる。


